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(57)【要約】
【課題】ケーブルシステムヘッドエンドなどのテレビ配
信設備に関連付けられたユーザテレビ機器上で実行され
る双方向テレビ番組ガイドに、ローカル広告が配信され
得る番組ガイドシステムを提供すること。
【解決手段】ローカル広告は、ローカルエリアの特定の
ユーザに向けられた情報を含む。ローカル広告は、関連
するグローバル広告をユーザが選択するときに表示され
る。また、ローカル広告は、グローバル広告とローカル
広告とを繰り返すことにより自動的に表示され得る。広
告は、内容に基づいてブロックされたり、またはタイム
シフトされ得る。広告利用に関する要綱が適用され得る
。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本願明細書に記載のユーザテレビ機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（発明の背景）
　本発明は、双方向テレビ番組ガイドに関し、より詳細には、このような双方向テレビ番
組ガイドにローカル広告を提供する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　受動テレビ番組ガイドでは、専用テレビチャンネル上でテレビ番組リスト項目のスクロ
ール、ページ化リストを提供する。テレビユーザは、その専用チャンネルにチューニング
することによりテレビ番組リスト項目を視聴することができる。受動型番組ガイドの上部
は、広告映像およびその映像に関連するテキストを用いた説明を表示するために用いられ
得る。テキスト説明の内容は、特定の分野を対象とし得る。
【０００３】
　双方向テレビ番組ガイドは、テレビユーザがより高度な操作（例えば、ユーザが選択し
た形式で番組リスト項目を表示すること、ジャンルサーチ、ペイパービュー注文など）を
行うことを可能にする。双方向番組ガイドは典型的には、マイクロプロセッサをベースと
するセットトップボックス上で実現される。番組リスト項目データは、中央型データ配信
設備から、ユーザのケーブルシステムヘッドエンドを介してセットトップボックスへと送
信される。これらの番組リスト項目データは典型的には、双方向番組ガイドがアクセスす
ることが可能なセットトップボックス内のメモリに格納される。
【０００４】
　双方向番組ガイドは、１９９８年３月４日に出願された、Ｋｎｕｄｓｏｎらによる米国
特許出願第０９／０３４，９３９号と、１９９８年４月３０日に出願された、Ｋｎｕｄｓ
ｏｎらによる米国特許出願第０９／０７０，６０４号と、１９９８年４月３０日に出願さ
れた、Ｋｎｕｄｓｏｎらによる米国特許出願第０９／０７０，５５５号と、１９９８年４
月３０日に出願された、Ｂｏｙｌａｎ，ＩＩＩらによる米国特許出願第０９／０７０，７
００号とに記載されているように、広告を表示するために用いられ得る。本明細書中、同
出願全体を、参考のため援用する。双方向番組ガイド広告は、様々な製品およびサービス
に関する有用な情報をユーザに提供する。例えば、双方向番組ガイド広告を用いて次回の
テレビ番組を宣伝することができる。双方向番組ガイド広告を用いて、番組と関係の無い
製品およびサービスを宣伝することもできる。
【０００５】
　双方向番組ガイド広告は、中央型設備から全国に配信することができるため、このよう
な広告は全国ベースで製品およびサービスを宣伝するのに適している。しかし、双方向番
組ガイド広告を全国ベースのみで配信すると、全国ベースで配信しない場合に可能である
のと同じだけの有用なローカル広告情報をユーザに提供しないこととなる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従って、本発明の目的は、ユーザにローカル番組ガイド広告を提供することが可能な双
方向番組ガイドシステムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　（発明の要旨）
　本発明の上記および他の目的は、テレビ配信設備に関連付けられたユーザテレビ機器上
で実現される双方向テレビ番組ガイドに、ローカル（すなわち、非グローバル）広告を提
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供するシステムを提供することにより、本発明の原理に従って達成される。
【０００８】
　ローカル広告についてのデータは、複数の方法で双方向テレビ番組ガイドに配信するこ
とができる。例えば、ローカル広告データを、主設備から複数のテレビ配信設備へと送信
されるグローバルデータストリーム中に含ませることができる。グローバルデータストリ
ームに、グローバル広告データおよび番組ガイドデータを含ませることもできる。テレビ
配信設備は、グローバルデータストリームをユーザテレビ機器へと配信する。ユーザテレ
ビ機器中の双方向番組ガイドは、ユーザテレビ機器またはユーザテレビ機器に関連するテ
レビ配信設備にアドレシングされたローカル広告データを抽出することができる。
【０００９】
　別のアプローチとしては、ローカル広告データをグローバルデータストリームに含ませ
るアプローチがある。ローカル広告データ用に確保されるグローバルデータストリームの
帯域の一部に、ローカル広告データを挿入することができる。特定のグローバル広告に上
書きすることにより、グローバルデータストリームにローカル広告データを挿入すること
もできる。所望ならば、別個のデータストリームを用いて、ローカル広告データをテレビ
配信設備からユーザテレビ機器へと送信することができる。これらの広告配信方式は例示
的なものである。所望ならば、単一または複数のデータストリームにグローバル広告また
はローカル広告を配信するために、あらゆる適切なデジタル多重化形式を用いることが可
能である。
【００１０】
　双方向テレビ番組ガイドによりユーザテレビ機器上にローカル広告を表示することがで
きる。ユーザが表示されたグローバル広告を選択するたびにローカル広告を表示すること
ができる。このようにして表示されたローカル広告は、選択されたグローバル広告の内容
に関連する内容を有することができる。所望ならば、番組ガイドは、グローバル広告とロ
ーカル広告とをユーザテレビ機器上で繰り返すことができる。所望ならば、グローバル広
告の代わりにローカル広告を表示することもできる。
【００１１】
　本発明のさらなる特徴、特性および様々な利点は、添付の図面および以下の好適な実施
形態の詳細な説明から明らかである。
　例えば、本発明は以下を提供する。
　（項目１）　双方向テレビ番組ガイドが実行されるユーザテレビ機器に、ローカル広告
が配信されるシステムであって、
　該ローカル広告を該ユーザテレビ機器に配信する手段と、
　該ローカル広告を該双方向テレビ番組ガイドを用いて表示する手段と
　を含む、システム。
　（項目２）　前記ローカル広告を配信する手段は、テレビ配信設備から前記ユーザテレ
ビ機器に該ローカル広告を送信する手段をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目３）　前記ローカル広告を配信する手段は、該ローカル広告をグローバルデータ
ストリームの一部としてテレビ配信設備に送信する手段をさらに含む、項目１に記載のシ
ステム。
　（項目４）　前記ローカル広告を配信する手段は、該ローカル広告を、グローバル広告
を含むグローバルデータストリームの一部としてテレビ配信設備に送信する手段をさらに
含む、項目１に記載のシステム。
　（項目５）　前記ローカル広告を配信する手段は、
　該ローカル広告を、グローバルデータストリームの一部としてテレビ配信設備に送信す
る手段と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に該ローカル広告を送信する手段と
　をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目６）　前記ローカル広告を配信する手段は、
　グローバルデータストリームをテレビ配信設備に送信する手段と、
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　該テレビ配信設備において該ローカル広告を該グローバルデータストリームに挿入する
手段と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に該ローカル広告を該グローバルデータス
トリームの一部として送信する手段と
　をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目７）　前記ローカル広告を配信する手段は、
　グローバル広告を含むグローバルデータストリームをテレビ配信設備に送信する手段と
、
　該テレビ配信設備において該ローカル広告を該グローバルデータストリームに挿入する
手段と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に該ローカル広告を該グローバルデータス
トリームの一部として送信する手段と
　をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目８）　前記ローカル広告を配信する手段は、
　グローバル広告を含むグローバルデータストリームをテレビ配信設備に送信する手段と
、
　該テレビ配信設備において、該グローバル広告に上書きすることにより、該ローカル広
告を該グローバルデータストリームに挿入する手段と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に該ローカル広告を該グローバルデータス
トリームの一部として送信する手段と
　をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目９）　前記ローカル広告を配信する手段は、
　ローカル広告のために確保された帯域幅を含むグローバルデータストリームをテレビ配
信設備に送信する手段と、
　該テレビ配信設備において、該確保された帯域幅内の該グローバルデータストリームに
該ローカル広告を挿入する手段と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該ローカル広告を該グローバルデータ
ストリームの一部として送信する手段と
　をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目１０）　前記ローカル広告を配信する手段は、
　ローカル広告のために確保されたスロットを含むグローバルデータストリームをテレビ
配信設備に送信する手段と、
　該テレビ配信設備において、該確保されたスロットの該グローバルデータストリームに
該ローカル広告を挿入する手段と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該ローカル広告を該グローバルデータ
ストリームの一部として送信する手段と
　をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目１１）　前記ローカル広告を配信する手段は、
　グローバル広告を含み、ローカル広告のために確保された帯域幅を有するグローバルデ
ータストリームをテレビ配信設備に送信する手段と、
　該テレビ配信設備において、該確保された帯域幅内の該グローバルデータストリームに
該ローカル広告を挿入する手段と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該ローカル広告および該グローバル広
告を該グローバルデータストリームの一部として送信する手段と
　をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目１２）　前記ローカル広告を配信する手段は、
　グローバル広告を含むグローバルデータストリームをテレビ配信設備に送信する手段と
、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該グローバルデータストリームを送信
し、該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該グローバルデータストリームとは
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別個のデータストリームとして該ローカル広告を送信する手段と
　をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目１３）　前記ローカル広告を配信する手段は、
　グローバル広告をテレビ配信設備において送信する手段と、
　ローカル広告を該テレビ配信設備に提供する手段と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該グローバル広告および該ローカル広
告を送信する手段と
　をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目１４）　前記ローカル広告を配信する手段は、
　グローバル広告および番組ガイド情報をテレビ配信設備に送信する手段と、
　ローカル広告を該テレビ配信設備において提供する手段と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該番組ガイド情報、該グローバル広告
、および該ローカル広告を送信する手段と
　をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目１５）　番組ガイドデータおよびグローバル広告が主設備に格納され、前記ロー
カル広告を配信する前記手段は、
　該番組ガイドデータおよびグローバル広告を、該主設備からテレビ配信設備に送信する
手段と、
　ローカル広告を該テレビ配信設備において提供する手段と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該番組ガイドデータ、該グローバル広
告、および該ローカル広告を送信する手段と
　をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目１６）　前記双方向テレビ番組ガイドを用いて前記ローカル広告を表示する前記
手段は、
　該双方向テレビ番組ガイドでユーザにより選択され得るグローバル広告を表示する手段
と、
　該ユーザが該グローバル広告を選択するときは常に、該グローバル広告の内容に関連し
た内容の対応するローカル広告を表示する手段と
　をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目１７）　前記双方向テレビ番組ガイドを用いて前記ローカル広告を表示する前記
手段は、
　該双方向テレビ番組ガイドでユーザにより選択され得るグローバル広告を表示する手段
と、
　該ユーザが該グローバル広告を選択するときは常に、対応する全画面ローカル広告を表
示する手段と
　をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目１８）　前記双方向テレビ番組ガイドを用いて前記ローカル広告を表示する前記
手段は、
　該双方向テレビ番組ガイドを用いてグローバル広告を表示する手段と、
　該グローバル広告および該ローカル広告の表示を繰り返す手段と
　をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目１９）　前記双方向テレビ番組ガイドを用いて前記ローカル広告を表示する前記
手段は、
　該双方向テレビ番組ガイドを用いてグローバルバナー広告を表示する手段と、
　該グローバルバナー広告および該ローカル広告の表示を繰り返す手段と
　をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目２０）　前記双方向テレビ番組ガイドを用いてグローバル広告を表示する手段を
さらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目２１）　前記双方向テレビ番組ガイドを用いて番組リスト項目領域を表示する手
段をさらに含む、項目１に記載のシステム。
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　（項目２２）　前記双方向テレビ番組ガイドを用いてグローバル広告を表示する手段と
、
　番組リスト項目領域を表示する手段と
　をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目２３）　前記ローカル広告を配信する手段は、
　グローバル広告および番組ガイド情報をテレビ配信設備に送信する手段と、
　該テレビ配信設備においてローカル広告を提供する手段と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該番組ガイド情報、該グローバル広告
、および該ローカル広告を送信する手段と、
　該グローバル広告を前記双方向テレビ番組ガイドを用いて表示する手段と、
　該番組ガイド情報を含む番組リスト項目領域を該双方向テレビ番組ガイドを用いて表示
する手段と
　をさらに含む、項目１に記載のシステム。
　（項目２４）　双方向テレビ番組ガイドが実行されるユーザテレビ機器に、ローカル広
告が配信されるシステムを使用するための方法であって、
　該ローカル広告を該ユーザテレビ機器に配信する工程と、
　該ローカル広告を表示するために該双方向テレビ番組ガイドを使用する工程と
　を含む、方法。
　（項目２５）　前記ローカル広告を配信する工程は、テレビ配信設備から前記ユーザテ
レビ機器に該ローカル広告を送信する工程をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目２６）　前記ローカル広告を配信する工程は、グローバルデータストリームの一
部として該ローカル広告をテレビ配信設備に送信する工程をさらに含む、項目２４に記載
の方法。
　（項目２７）　前記ローカル広告を配信する前記工程は、グローバル広告を含むグロー
バルデータストリームの一部として該ローカル広告をテレビ配信設備に送信する工程をさ
らに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目２８）　前記ローカル広告を配信する工程は、該ローカル広告を、グローバルデ
ータストリームの一部としてテレビ配信設備に送信する工程と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に該ローカル広告を送信する工程と
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目２９）　前記ローカル広告を配信する工程は、
　グローバルデータストリームを、テレビ配信設備に送信する工程と、
　該テレビ配信設備において、該ローカル広告を該グローバルデータストリームに挿入す
る工程と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に該ローカル広告を該グローバルデータス
トリームの一部として送信する工程と
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目３０）　前記ローカル広告を配信する工程は、
　グローバル広告を含むグローバルデータストリームを、テレビ配信設備に送信する工程
と、
　該テレビ配信設備において、該ローカル広告を該グローバルデータストリームに挿入す
る工程と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に該ローカル広告を該グローバルデータス
トリームの一部として送信する工程と
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目３１）　前記ローカル広告を配信する工程は、
　グローバル広告を含むグローバルデータストリームを、テレビ配信設備に送信する工程
と、
　該テレビ配信設備において、該グローバル広告を上書きする工程により、該ローカル広
告を該グローバルデータストリームに挿入する工程と、
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　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に該ローカル広告を該グローバルデータス
トリームの一部として送信する工程と
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目３２）　前記ローカル広告を配信する工程は、
　ローカル広告のために確保された帯域幅を有するグローバルデータストリームをテレビ
配信設備に送信する工程と、
　該テレビ配信設備において、該確保された帯域幅内の該グローバルデータストリームに
該ローカル広告を挿入する工程と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該ローカル広告を該グローバルデータ
ストリームの一部として送信する工程と、
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目３３）　前記ローカル広告を配信する工程は、
　ローカル広告のために確保されたスロットを含むグローバルデータストリームをテレビ
配信設備に送信する工程と、
　該テレビ配信設備において、該確保されたスロットの該グローバルデータストリームに
該ローカル広告を挿入する工程と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該ローカル広告を該グローバルデータ
ストリームの一部として送信する工程と
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目３４）　前記ローカル広告を配信する工程は、
　グローバル広告を含み、ローカル広告のために確保された帯域幅を有するグローバルデ
ータストリームをテレビ配信設備に送信する工程と、
　該テレビ配信設備において、該確保された帯域幅内の該グローバルデータストリームに
該ローカル広告を挿入する工程と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該ローカル広告および該グローバル広
告を該グローバルデータストリームの一部として送信する工程と
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目３５）　前記ローカル広告を配信する工程は、
　グローバル広告を含むグローバルデータストリームをテレビ配信設備に送信する工程と
、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該グローバルデータストリームを送信
する工程と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該ローカル広告を該グローバルデータ
ストリームとは別個のデータストリームとして送信する工程と
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目３６）　前記ローカル広告を配信する工程は、
　グローバル広告をテレビ配信設備に送信する工程と、
　ローカル広告を該テレビ配信設備において提供する工程と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該グローバル広告および該ローカル広
告を送信する工程と
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目３７）　前記ローカル広告を配信する工程は、
　グローバル広告および番組ガイド情報をテレビ配信設備に送信する工程と、
　ローカル広告を該テレビ配信設備において提供する工程と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該番組ガイド情報、該グローバル広告
および該ローカル広告を送信する工程と
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目３８）　番組ガイドデータおよびグローバル広告が主設備に格納され、前記ロー
カル広告を配信する工程が、
　該番組ガイドデータおよび該グローバル広告を、該主設備からテレビ配信設備に送信す
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る工程と、
　ローカル広告を該テレビ配信設備において提供する工程と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該番組ガイドデータ、該グローバル広
告および該ローカル広告を送信する工程と
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目３９）　前記ローカル広告を前記双方向テレビ番組ガイドを用いて表示する工程
は、
　該双方向テレビ番組ガイドを用いてユーザにより選択され得るグローバル広告を表示す
る工程と、
　該ユーザが該グローバル広告を選択するときは常に、該グローバル広告の内容に関連し
た内容を有する対応するローカル広告を表示する工程と
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目４０）　前記ローカル広告を前記双方向テレビ番組ガイドを用いて表示する工程
は、
　該双方向テレビ番組ガイドを用いてユーザにより選択され得るグローバル広告を表示す
る工程と、
　該ユーザが該グローバル広告を選択するときは常に、対応する全画面ローカル広告を表
示する工程と
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目４１）　前記ローカル広告を前記双方向テレビ番組ガイドを用いて表示する工程
は、
　該双方向テレビ番組ガイドを用いてグローバル広告を表示する工程と、
　該グローバル広告および該ローカル広告の表示を繰り返す工程と
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目４２）　前記ローカル広告を前記双方向テレビ番組ガイドを用いて表示する工程
は、
　該双方向テレビ番組ガイドを用いてグローバルバナー広告を表示する工程と、
　該グローバルバナー広告および該ローカル広告の表示を繰り返す工程と
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目４３）　前記双方向テレビ番組ガイドを用いてグローバル広告を表示する工程を
さらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目４４）　前記双方向テレビ番組ガイドを用いて番組リスト項目領域を表示する工
程をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目４５）　前記双方向テレビ番組ガイドを用いてグローバル広告を表示する工程と
、
　該双方向テレビ番組ガイドを用いて番組リスト項目領域を表示する工程と
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目４６）　前記ローカル広告を配信する工程は、
　グローバル広告および番組ガイド情報を、テレビ配信設備に送信する工程と、
　ローカル広告を該テレビ配信設備において提供する工程と、
　該テレビ配信設備から前記ユーザテレビ機器に、該番組ガイド情報、該グローバル広告
、および該ローカル広告を送信する工程と、
　該双方向テレビ番組ガイドを用いて該グローバル広告を表示する工程と、
　該双方向テレビ番組ガイドを用いて該番組ガイド情報を含む番組リスト項目領域を表示
する工程と
　をさらに含む、項目２４に記載の方法。
　（項目４７）　双方向テレビ番組ガイドが実行されるユーザテレビ機器に広告が配信さ
れるシステムであって、
　該広告を該ユーザテレビ機器（５４）に配信する手段と、
　該広告の内容に基づき、該双方向テレビ番組ガイドを用いて、該ユーザテレビ機器上の
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該広告のいくつかのみを表示する手段と
　を含む、システム。
　（項目４８）　前記広告の前記内容を示す内容タグを備える広告を提供する手段をさら
に含む、項目４７に記載のシステム。
　（項目４９）　前記広告の前記内容を示す内容タグを備える広告を提供する手段と、
　望ましい内容タグを備える広告のみを表示する手段と
　をさらに含む、項目４７に記載のシステム。
　（項目５０）　前記広告のどれが表示されるかを決定するために用いられるブロッキン
グ基準を選択する手段をさらに含む、項目４７に記載のシステム。
　（項目５１）　内容タグを備える広告を配信する手段をさらに含む、項目４７に記載の
システム。
　（項目５２）　望ましくない内容タグを備えた広告をブロックする手段をさらに含む、
項目４７に記載のシステム。
　（項目５３）　内容に基づき表示されない広告の代わりに、情報を表示する手段をさら
に含む、項目４７に記載のシステム。
　（項目５４）　内容に基づき表示されない広告の代わりに、バックアップ広告を表示す
る手段をさらに含む、項目４７に記載のシステム。
　（項目５５）　双方向テレビ番組ガイドが実行されるユーザテレビ機器に広告が配信さ
れるシステムを使用するための方法であって、
　広告を該ユーザテレビ機器に配信する工程と、
　該広告の内容に基づき、該双方向テレビ番組ガイドを用いて、該ユーザテレビ機器上の
該広告のいくつかのみを表示する工程と
　を含む、方法。
　（項目５６）　前記広告の前記内容を示す内容タグを備える広告を提供する工程をさら
に含む、項目５５に記載の方法。
　（項目５７）　前記広告の前記内容を示す内容タグを備える広告を提供する工程と、
　望ましい内容タグを備える広告のみを表示する工程と
　をさらに含む、項目５５に記載の方法。
　（項目５８）　前記広告のどれが表示されるかを決定するために用いられるブロッキン
グ基準を選択する工程をさらに含む、項目５５に記載の方法。
　（項目５９）　内容タグを備える広告を配信する工程をさらに含む、項目５５に記載の
方法。
　（項目６０）　望ましくない内容タグを備えた広告をブロックする工程をさらに含む、
項目５５に記載の方法。
　（項目６１）　内容に基づき表示されない広告の代わりに、情報を表示する工程をさら
に含む、項目５５に記載の方法。
　（項目６２）　内容に基づき表示されない広告の代わりに、バックアップ広告を表示す
る工程をさらに含む、項目５５に記載の方法。
　（項目６３）　双方向テレビ番組ガイドが実行されるユーザテレビ機器に広告を配信す
るために、テレビ配信設備が使用されるシステムであって、
　該広告を該テレビ配信設備に配信する手段と、
　該テレビ配信設備を用いて該広告の少なくともいくつかをタイムシフトする手段と、
　該タイムシフトされた広告を該双方向テレビ番組ガイドを用いて表示する手段と
　を含む、システム。
　（項目６４）　双方向テレビ番組ガイドが実行されるユーザテレビ機器に広告を配信す
るために、テレビ配信設備が使用されるシステムを使用する方法であって、
　該広告を該テレビ配信設備に配信する工程と、
　該広告の少なくともいくつかを該テレビ配信設備を用いてタイムシフトする工程と、
　該タイムシフトされた広告を該双方向テレビ番組ガイドを用いて表示する工程と
　を含む、方法。
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　（項目６５）　双方向テレビ番組ガイドが実行されるユーザテレビ機器に広告を配信す
るために、テレビ配信設備が使用されるシステムであって、
　該広告に広告利用情報を付与する手段と、
　該テレビ配信設備において、該広告利用情報に基づき、広告利用要綱を適用する手段と
　を含む、システム。
　（項目６６）　前記広告に広告利用情報を付与する手段は、主設備において、該広告に
広告利用要綱を付与する手段を含む、項目６５に記載のシステム。
　（項目６７）　前記広告利用要綱を適用する手段は、要綱フラグに従い、前記広告を配
信および表示する手段を含む、項目６５に記載のシステム。
　（項目６８）　前記広告に広告利用情報を付与する手段は、前記テレビ配信設備に広告
利用要綱メッセージを配信する手段を含む、項目６５に記載のシステム。
　（項目６９）　前記広告利用要綱を適用する手段は、広告利用要綱メッセージに従い、
前記広告を配信および表示する手段を含む、項目６５に記載のシステム。
　（項目７０）　双方向テレビ番組ガイドが実行されるユーザテレビ機器に広告を配信す
るために、テレビ配信設備が使用されるシステムを使用する方法であって、
　該広告に広告利用情報を付与する工程と、
　該テレビ配信設備において、該広告利用情報に基づき、広告利用要綱を適用する工程と
　を含む、方法。
　（項目７１）　前記広告に広告利用情報を付与する工程は、主設備において、該広告に
広告利用要綱フラグを付与する工程を含む、項目７０に記載の方法。
　（項目７２）　前記広告利用要綱を適用する工程は、要綱フラグに従い、前記広告を配
信および表示する工程を含む、項目７０に記載の方法。
　（項目７３）　前記広告に広告利用情報を付与する工程は、前記テレビ配信設備に広告
利用要綱メッセージを配信する工程を含む、項目７０に記載の方法。
　（項目７４）　前記広告利用要綱を適用する工程は、広告利用要綱メッセージに従い、
前記広告を配信および表示する工程を含む、項目７０に記載の方法。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、受動テレビ番組ガイドチャンネルを提供するための、従来の構成図であ
る。
【図２】図２は、従来の受動型番組ガイドにより提供される表示である。
【図３】図３は、従来の双方向番組ガイドデータ配信システムの図である。
【図４】図４は、ユーザが、従来の番組ガイドペイパービュー番組リスト項目画面から番
組リスト項目を選択した場合に、従来の番組ガイドがペイパービュー注文情報を表示する
仕組みを示す図である。
【図５】図５は、本発明による、ローカル広告を提供する双方向テレビ番組ガイドシステ
ムの例示的な図である。
【図６】図６は、本発明による、複数のテレビ配信設備にデータを配信する仕組みを示す
図である。
【図７】図７は、本発明による、ローカル広告データを主設備からグローバルデータスト
リームの一部として配信する仕組みを示す図である。
【図８】図８は、番組ガイドシステムの例示的な図であり、システム内のテレビ配信設備
は、そのテレビ配信設備に関連付けられたユーザテレビ機器にアドレシングされたローカ
ル広告のほとんどをフィルタリング取得するフィルタを含む。
【図９】図９は、番組ガイドシステムの例示的な図であり、システム内のユーザテレビ機
器は、そのユーザテレビ機器にアドレシングされたローカル広告のほとんどをフィルタリ
ング取得するフィルタを備える。
【図１０】図１０は、本発明による、ローカル広告データをグローバルデータストリーム
に挿入する方法を示す図である。
【図１１】図１０は、本発明による、テレビ配信設備において、ローカル広告データをグ
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ローバルデータストリームに挿入する方法を示す図である。
【図１２】図１２は、本発明による、ローカル広告をテレビ配信設備からユーザテレビ機
器に送信する際に、別個のローカルデータストリームを提供する方法を示す図である。
【図１３】図１３は、本発明による、ユーザがグローバル広告を選択した際に、ローカル
広告を提供する方法を示す図である。
【図１４】図１４は、本発明による、図１３に示すようなローカル広告情報をユーザに提
供する工程のフローチャートである。
【図１５】図１５は、本発明による、グローバル広告とローカル広告とを繰り返す方法を
示す図である。
【図１６】図１６は、本発明による、図１５に示すような繰り返されるグローバル広告と
ローカル広告とを表示する工程のフローチャートである。
【図１７】図１７は、本発明による、ローカル広告を表示する工程のフローチャートであ
る。
【図１８】図１８は、本発明による、広告の内容に基づいて、広告にタグを付ける工程の
フローチャートである。
【図１９】図１９は、本発明による、特定の広告のタイムシフトする工程のフローチャー
トである。
【図２０】図２０は、本発明による、広告利用要綱を実施する工程のフローチャートであ
る。
【図２１】図２１は、本発明による、要綱フラグを用いて広告利用要綱を実施する工程の
フローチャートである。
【図２２】図２２は、本発明による、要綱メッセージを用いて広告利用要綱を実施する工
程のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　（好適な実施形態の詳細な説明）
　図１は、従来の受動テレビ番組ガイドシステム１０を示す。テレビ番組ガイドリスト項
目に関するデータ（例えば、チャンネル、タイトル、放送時間などに関する情報）は、デ
ータ送信設備１４内の番組リスト項目データベース１２に格納される。宣伝映像は、宣伝
映像データベース１６に格納される。宣伝映像に関連する広告テキストは、地域広告テキ
ストデータベース１８に格納される。宣伝映像は、グローバルデータストリームとして、
衛星を介して全国的に配信される。関連する広告テキストは、グローバルデータストリー
ムとして配信される。また、番組リスト項目も、グローバルデータストリームとして配信
される。
【００１４】
　これらのグローバル映像およびデータストリームは、複数のケーブルシステムヘッドエ
ンド２０に送信される。これらのケーブルシステムヘッドエンドは典型的には、異なる地
理的領域に存在する。各領域中のケーブルシステムヘッドエンドは、コンピュータを含み
、このコンピュータは、当該領域にとって適切な広告テキストと、当該領域向けのテレビ
番組リスト項目とを抽出する。当該領域に適切な広告テキストは、単一の画面上で、宣伝
映像と当該領域向けの番組リスト項目と組み合わされる。組み合わされた画面は、専用テ
レビチャンネル上のケーブルリンク２４を介して、テレビ２２においてケーブルシステム
の加入者に提供される。図２は、典型的な受動型番組ガイド画面のレイアウトを示す。
【００１５】
　図１および２の受動型番組ガイドシステムは、ユーザが標準的なテレビ以外の特別なテ
レビ機器を所有することを全く必要とすることなく、番組ガイド情報、宣伝情報、および
地域広告情報をユーザに提供する。しかし、図１および２の番組ガイドは、受動型の番組
ガイドであるため、ユーザにいかなる双方向性の機能も提供することができない。
【００１６】
　図３は、従来の双方向テレビ番組ガイドシステムを示す。データ送信設備２８の番組ガ
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イドデータベース２６には、番組タイトル、チャンネル、詳細などの番組リスト項目情報
が格納される。番組リスト項目情報は、衛星を介して複数のケーブルシステムヘッドエン
ド３０へと、全国に配信される。ケーブルシステムヘッドエンド３０は、全国の異なる地
理的領域に配置される。各ヘッドエンド３０は、その番組リスト項目情報を、ケーブルリ
ンク３２を介してそのヘッドエンドのユーザのセットトップボックス３４へと再配信する
。番組リスト項目情報のセットトップボックス３４への配信は典型的には、帯域外チャン
ネル、デジタル帯域内チャンネル、またはケーブルリンク３２上の複数のチャンネルのう
ちの１つのチャンネルの垂直帰線消去期間（ＶＢＩ）を用いて行われる。
【００１７】
　セットトップボックス３４は、番組リスト項目情報が格納されるメモリを含む。セット
トップボックス３４はまた、双方向テレビ番組ガイドを実現するプロセッサも含む。各セ
ットトップボックス３４上で実現される番組ガイドは、関連付けられたテレビ３６上に、
様々な番組リスト項目を表示することができる。例えば、図４の上段の画面に示すような
、ペイパービュー番組に関する番組リスト項目を表示することができる。ユーザがこれら
のペイパービューリスト項目３８のうち１つを選択すると、番組ガイドは、図４の下段に
示すような注文情報４０を表示し得る。注文情報４０は、ユーザがいる地理的領域専用の
ペイパービュー注文電話番号４２などの情報を含み得る。ペイパービュー注文電話番号は
全国に配信されるが、各セットトップボックス３４は、ユーザのいる地理的位置に適した
ペイパービュー注文電話番号のみを抽出する。
【００１８】
　図３および４の構成では、ユーザが地域向けの電話番号情報を入手することは可能であ
るが、ローカル広告情報を提供することは不可能である。
【００１９】
　図５は、本発明による例示的な番組ガイドシステム４４を示す。主設備４６は、テレビ
番組ガイドリスト項目データ、ペイパービュー注文情報、テレビ番組宣伝情報などの番組
ガイド情報を格納する番組ガイドデータベース４８を含む。主設備４６はまた、広告情報
を格納する広告データベース５０も含む。データベース４８および５０からの情報は、通
信リンク５３のような通信リンクを介して、テレビ配信設備５２のような複数のテレビ配
信設備に送信することができる。リンク５３は、衛星リンク、電話ネットワークリンク、
高速電話リンク、ケーブルもしくは光ファイバリンク、マイクロ波リンク、このようなリ
ンクを組み合せたもの、または他のあらゆる適切な通信経路であり得る。データ信号に加
えて映像信号（例えば、広告映像および宣伝映像）を、リンク５３を介して送信すること
が所望される場合、電話回線のような比較的低帯域のリンクよりも、衛星リンクのような
比較的高帯域のリンクの方が好適である。
【００２０】
　テレビ配信設備５２は、ケーブルシステムヘッドエンド、放送配信設備、または衛星テ
レビ配信設備のような、テレビ信号をユーザに配信するための設備である。
【００２１】
　主設備４６によりテレビ配信設備５２へと送信される番組ガイド情報は、番組時間、チ
ャンネル、タイトル、詳細などのテレビ番組リスト項目データを含む。送信される番組情
報には、有料番組に関するデータ（例えば、個々の番組および加入チャンネルについての
価格情報、番組およびチャンネルを注文するための時間ウィンドウ、衝動購入できない番
組を注文するための電話番号など）も含まれる。
【００２２】
　主設備４６によりテレビ配信設備５２へと送信される広告情報は、様々な製品およびサ
ービスに関するテキスト、グラフィックス、および映像広告を含み得る。グローバル広告
（例えば、全国的な広告または何らかの別の適切な広範囲の地理的領域にわたって一様に
配信される広告）は、図６に示すように、主設備４６から複数のテレビ配信設備５２へと
配信され得る。図５では、図面を過度に複雑にしないように、テレビ配信設備５２を１つ
だけ図示している。
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【００２３】
　各テレビ配信設備５２は、通信リンク５６を介して、関連付けられたユーザテレビ機器
５４においてユーザに広告を配信する。所望ならば、テレビ配信設備５２中の広告データ
ベース５７を用いて、何らかの広告情報を提供することもできる。例えば、広告データベ
ース５７を用いて、ローカル広告を提供することができる。広告データベース５７を用い
て、主設備４６から送信された全国広告データを一時的にキャッシュすることもできる。
広告データベース５７は、テキスト、グラフィックス、および映像を処理することが可能
なサーバを含み得る。
【００２４】
　ユーザテレビ機器５４は、双方向テレビ番組ガイドを実現するのに十分な処理能力を有
する、テレビをユーザに提供する適切な機器であれば任意のものでよい。経路５６は、ケ
ーブルリンク、光ファイバリンク、衛星リンク、放送リンク、もしくは他の適切なリンク
またはこのようなリンクを組み合せたものでよい。経路５６を介してデータを送信する方
式として、帯域内送信、垂直帰線消去期間送信、帯域外送信、デジタル送信、アナログ送
信、ケーブル送信、衛星送信、放送送信、多チャンネル多点分配サービス（ＭＭＤＳ）な
どの、任意の適切な通信方式を用いることができる。
【００２５】
　経路５６上のデータを配信するために用いられるデータ配信技術は、配信される情報の
種類に依存する。例えば、テキストおよびグラフィックススは、帯域外変調器を用いて帯
域外チャンネルを通じて配信することができる。映像情報も同様に配信することができる
が、大量の映像情報を配信する場合は、経路５６上で１つ以上のデジタルチャンネルを用
いた方が効率が良い。このようなデジタルチャンネルは、テキストおよびグラフィックス
を配信するためにも用いることができる。
【００２６】
　各ユーザは受信器を有する。受信器は典型的には、セットトップボックス５８のような
セットトップボックスであるが、セットトップボックスサーキットリに類似するサーキッ
トリが組み込まれた高度なテレビ受信器またはパーソナルコンピュータテレビ（ＰＣ／Ｔ
Ｖ）のような、他の適切なテレビ機器であってもよい。番組ガイドデータなどのデータは
、定期的にセットトップボックスに配信することができる。テレビ配信設備５２はまた、
特定の情報（例えば、有料番組アカウント情報、またはローカル的に生成された認証技術
を用いて購入および視聴された番組に関する情報）について、セットトップボックス５８
を定期的にポーリングすることもできる。
【００２７】
　主設備４６は好適には、情報配信タスクを処理するプロセッサを含む。各セットトップ
ボックス５８は好適には、双方向テレビ番組ガイドの実現に関連するタスクを処理するプ
ロセッサを含む。テレビ配信設備５２が、データ配信に関連するタスクを処理するプロセ
ッサを含んでもよい。
【００２８】
　各セットトップボックス５８は典型的には、オプションのビデオカセットレコーダ６０
に接続され、これにより、選択されたテレビ番組を録画することが可能となる。各ビデオ
カセットレコーダ６０は、テレビ６２に接続される。番組を録画するために、セットトッ
プボックス５８上で実現される双方向テレビ番組ガイドは、セットトップボックス５８を
特定のチャンネルにチューニングし、ビデオカセットレコーダ６０に、（例えば、赤外線
送信器を用いて）制御信号を送り、ビデオカセットレコーダ６０に対して適切な時間に録
画を開始および終了するよう指示する。
【００２９】
　番組ガイドが利用されている間、テレビ番組リスト項目、広告、および他の情報をテレ
ビ６２上に表示することができる。各セットトップボックス５８、ビデオカセットレコー
ダ６０、およびテレビ６２は、１つ以上のリモコン６４またはあらゆる他の適切なユーザ
入力インターフェース（例えば、無線キーボード、マウス、トラックボール、専用キー一
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式など）により制御することができる。典型的なリモコン６４は、番組ガイド画面上に強
調表示領域を位置決めするためのカーソルキーと、画面上で強調表示された項目を選択す
るための「ＯＫ」ボタンもしくは選択ボタンとを有する。他の典型的なリモコンボタンと
しては、録画ボタン、チャンネル上下ボタン、音量調節ボタン、数字キーなどの機能ボタ
ンがある。
【００３０】
　通信経路５６は好適には、テレビ番組編成、番組リスト項目情報、広告、および他の情
報を、テレビ配信設備５２がユーザテレビ機器５４に配信することを可能にするのに十分
な帯域を有する。ユーザテレビ機器５４には、通信経路５６を介して、複数のテレビチャ
ンネルまたは音声チャンネル（アナログ、デジタル、またはアナログおよびデジタルの両
方）を提供することができる。所望ならば、通信経路５６から少なくとも部分的に独立し
た通信経路を用いて、テレビ配信設備５２から独立した１つ以上の配信設備により、番組
リスト項目データなどの特定のデータを配信することができる。
【００３１】
　有料番組の購入または製品およびサービスの購入などの特定の機能は、ユーザテレビ機
器５４が、データを通信経路５６を通じてテレビ配信設備５２に送信することを必要とし
得る。所望ならば、このようなデータを電話回線または他の独立した通信経路を通じて送
信することができる。テレビ配信設備５２から独立した設備を用いてこのような機能を提
供する場合、これらの独立した設備とユーザテレビ機器５４との間の通信のうちいくつか
は、双方間で直接的に行うことができる。
【００３２】
　双方向テレビ番組ガイドのユーザは、さらなる情報、製品、またはサービスを、双方向
で注文することができる。例えば、ユーザは、番組ガイドに表示されている広告を選択す
ることにより注文を行うことができる。このような注文は、履行業務（ｆｕｌｆｉｌｌｍ
ｅｎｔ）設備６６および６８により応じられる。所望ならば、電話リンク、インターネッ
ト、または他の適切な通信リンクであり得るリンク７０を介して、履行業務設備６６のよ
うな履行業務設備に直接注文を送ることができる。テレビ配信設備の請求書発行システム
を用いることが可能なリンク５６（例えば、双方向ケーブル）を介して、テレビ配信設備
５２に注文を送信することもできる。テレビ配信設備５２がユーザの注文を処理し終えた
後、テレビ配信設備５２が、その注文をリンク７２を介して履行業務設備６８に送信して
もよい。
【００３３】
　広告に関連する映像をテレビ配信設備５２からユーザテレビ機器５４へと配信する技術
として、複数の適切な技術を用いることができる。例えば、各経路５６が複数の従来のア
ナログテレビチャンネルを含む場合、これらのチャンネルの１つ以上を用いて複数のデジ
タルチャンネルをサポートすることができる。デジタルチャンネルをサポートするために
用いられる各アナログチャンネルの帯域は、このようなデジタルチャンネルを１０個以上
サポートすることができる。所望ならば、これらのデジタルチャンネル上で連続して繰り
返される構成で、映像をテレビ配信設備５２から提供することができる。次にセットトッ
プボックス５８に提供された情報は、所望の映像を表示する時間にチューニングされるべ
きデジタルチャンネルを決定するために用いることができる。例えば、全国広告の代わり
にローカル広告を表示することが所望される場合、セットトップボックス５８は、適切な
時間にローカル広告を含むデジタルチャンネルにチューニングすることができる。あるい
は、テレビ配信設備５２により映像をオンデマンドで提供することもできる。このような
アプローチにより、セットトップボックス５８とテレビ配信設備５２との間で調整を行っ
て、所望の映像を提供するチャンネルを決定することができる。主設備４６、独立した設
備、またはテレビ配信設備５２（例えば、広告データベース５７）から発信された映像は
、上記および他の適切な技術を用いてユーザテレビ装置５４に配信することができる。所
望ならば、テレビ配信設備５２とユーザテレビ装置５４との間のネットワークノードに配
置されたサーバを用いて、映像および他の情報をユーザテレビ装置５４に配信することが
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できる。
【００３４】
　広告に関するグラフィックス情報は、定期的に（例えば、１０分毎または１日に１回）
テレビ配信設備５２からユーザテレビ装置５４へとダウンロードすることができる。必要
な場合、このグラフィックス情報は、番組ガイドによりローカル的にアクセスすることが
できる。あるいは、グラフィックス情報を、経路５６上の１つ以上のデジタルチャンネル
上で、連続的して繰り返される構成で提供することもできる。このような連続して繰り返
す構成を用いて、最新のグラフィックス情報の位置を示すマップを、定期的に（例えば、
１日に１回）セットトップボックス５８にダウンロードするのが好ましい。こうすること
により、デジタルチャンネル上の内容の更新が可能となる。セットトップボックス５８上
の番組ガイドは、そのマップを用いて、所望のグラフィックス情報をデジタルチャンネル
上に配置することができる。別のアプローチとしては、セットトップボックス５８とテレ
ビ配信設備５２との間で調整を行ってダウンロード動作を設定した後に、広告データベー
ス５７を用いてグラフィックス情報を提供する方法がある。次いで、ビットマップまたは
他の適切なグラフィックス情報のセットを、広告データベースからセットトップボックス
へとダウンロードすることができる。所望ならば、テレビ配信設備５２は、所望のグラフ
ィックス情報が存在し得る特定のデジタルチャンネル上の場所をセットトップボックスに
通知する命令を、ダウンロードすることができる。ユーザテレビ機器５４にグラフィック
ス情報の現在位置が通知されている場合、グラフィックス情報を定期的に更新することが
できる。
【００３５】
　広告に関するテキスト情報は、番組ガイドデータを配信する際に用いた経路と同じ経路
を用いて、テレビ配信設備５２からユーザテレビ機器５４へと配信することができる。例
えば、経路５６上の帯域外チャンネルを通じて、広告データを配信することができる。テ
キスト情報は、セットトップボックス５８にローカルに格納され、定期的に（例えば、１
日に１回）更新され得る。
【００３６】
　広告に関する映像、グラフィックス、およびテキストはまた、上記の技術の組み合せま
たはあらゆる他の適切な技術を用いて、テレビ配信設備５２からユーザテレビ機器５４へ
と配信することもできる。
【００３７】
　テレビ配信設備５２は、グローバル広告およびローカル広告の両方を、ユーザテレビ機
器５４へと配信する。グローバル広告とは、全国広告または何らかの他の同様の大規模な
地理的領域に亘って均一に配信される広告である。グローバル広告の代表例としては、特
定の自動車ブランドがある。なぜならば、同じ種類の自動車は典型的には、全国で購入す
ることができるからである。ローカル広告とは、内容が一般に特定の領域または特定のユ
ーザ層向けの広告である。ローカル広告が提供され得る領域の代表例としては、都市、首
都圏、州、多州にわたる領域（例えば、ニューイングランドなど）などがある。このよう
な領域向けのローカル広告の代表例としては、自動車の販売店があり得る。なぜならば、
自動車の販売店は、通常特定の地理的領域のみを請け負うからである。ローカル広告が提
供され得る特定のユーザ層の例としては、特定のケーブルシステムオペレータのケーブル
システム全てに関連するユーザ層がある。この種のユーザ層向けのローカル広告の代表例
としては、新しいケーブルシステムチャンネルまたは宣伝提供についての広告がある。
【００３８】
　グローバル広告は好適には、グローバル領域内の全てのテレビ配信設備５２に並列に配
信される。例えば、テレビ配信設備５２が全国に散在するケーブルシステムヘッドエンド
またはヘッドエンドの群であり、リンク５３が衛星リンクである場合、自動車についての
全国広告を、衛星を介して、例えば何千ものこのようなケーブルシステムに実質的に同時
に送信することができる。このような広範囲な配信を行えば、システム４４の並列データ
配信能力を効率的に利用することができる。しかし、衛星によるグローバルデータの並列
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配信は、グローバル広告データの配信方法の一例に過ぎない。所望ならば、直列データ配
信方式および他の種類の通信リンク５３を用いたデータ配信方式を含むあらゆる他の適切
なデータ配信技術を用いることができる。
【００３９】
　複数の異なる技術を用いて、ローカル広告をテレビ配信設備５２に提供して、ユーザ機
器５４に再配信することができる。図７に示すように、ローカル広告データ７４を、グロ
ーバル広告データ７６が送信される同じグローバルデータストリームの一部として、主設
備４６からテレビ配信設備５２へと送信することができる。各ローカル広告に関するロー
カル広告データは、関連アドレス７８を有する。各アドレス７８は、関連するローカル広
告の宛先を規定する。宛先は典型的には、都市または州のようなローカル的な地理的領域
であるが、非地理的な種類の送信先（例えば、同じケーブルシステムオペレータにより操
作される全てのケーブルシステム、（例えば、郵便番号情報または他の適切なリソースに
より決定されるような）特定の収入レベルの全ての世帯、または非グローバル送信先を決
定するあらゆる他の適切な基準）でもあり得る。
【００４０】
　番組リスト項目データのような他のデータ８０も、グローバルデータストリームとして
送信することができる。この種類の配信方式は、所望ならば映像を含むローカル広告をこ
のようにして配信することもできるが、テキストおよびグラフィックスを含むローカル広
告に最も適切である。
【００４１】
　図８に示すように、テレビ配信設備５２のような各テレビ配信設備は、対応するローカ
ル広告フィルタ８２を設けることができる。主設備４６が図７のグローバルデータストリ
ームをテレビ配信設備５２に送信すると、フィルタ８２は、テレビ配信設備５２とそれに
関連付けられたユーザテレビ機器５４とが配置されているローカル領域またはテレビ配信
設備５２に関連するユーザ層のいずれかにアドレシングされたそのデータストリームから
、ローカル広告を抽出する。その結果、ユーザに、（特定のケーブルシステムオペレータ
の全てのケーブルカスタマーにアドレシングされた広告の場合と同様に）ユーザの地理的
位置に内容を絞ったローカル広告またはローカル広告の対象となる受信者層に内容を絞っ
たローカル広告が提供される。
【００４２】
　図９に示すように、ユーザテレビ機器に配置されたフィルタ８４を用いてフィルタリン
グを達成することができる。図９の構成により、セットトップボックス５８（図５）また
は各ユーザのユーザテレビ機器５４内の他の類似のデバイスは、ユーザのユーザテレビ機
器５４にアドレシングされたローカル広告のほとんどをフィルタリング取得する。
【００４３】
　所望ならば、テレビ配信設備５２およびユーザテレビ機器５４の両方においてフィルタ
を用いることができる。このような構成により、各テレビ配信設備５２にあるフィルタは
、第１のフィルタリングの層を提供し、各テレビ配信設備５２に関連付けられたユーザテ
レビ機器５４にあるあるフィルタは、第２のフィルタリングの層を提供することができる
。
【００４４】
　図１０は、ローカル広告をユーザに提供することのできる別の方法を示す。図１０の上
段のデータストリームに示すように、主設備４６からテレビ配信設備５２へと送信される
グローバルデータストリームは、グローバル広告データ８２と番組ガイドデータのような
他のデータ８６とを含み得る。グローバルデータストリームの帯域の一部は、後でローカ
ル広告データを挿入するために確保することができる。例えば、スロット８８のようなス
ロットを、データ挿入用に確保することができる。ローカル広告データは、テレビ配信設
備５２において、スロット８８に挿入される。ローカル広告データはまた、既存のグロー
バル広告に上書きすることにより、グローバルデータストリームに挿入することもできる
。
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【００４５】
　ローカル広告をグローバルデータストリームに挿入した後、テレビ配信設備５２は、図
１１に示すように、図１０の下段のデータストリームをユーザテレビ機器５４に送信する
ことができる。図１０の下段のストリームに示すように、ローカル広告データ９０は、グ
ローバル広告データ８４に上書きすることにより挿入され、ローカル広告データ９２は、
ローカル広告の挿入用に確保されていたスロット８８に挿入されている。ローカル広告は
、テレビ配信設備５２においてデータストリームに挿入されるため、当該テレビ配信設備
５２に関連付けられたユーザテレビ機器５４に提供されるローカル広告は、ユーザのいる
地理的領域に適切であり、ローカル広告がその領域内の全てのユーザを対象とする場合、
一般にユーザテレビ機器５４ではフィルタリングを行う必要がない。ローカル広告が、そ
の地理的領域内の特定のユーザ下位層（例えば、所定の収入レベルなどの特定の人口統計
学的特性を有する全てのユーザ）を対象とする場合、ユーザテレビ機器５４においてさら
なるフィルタリングを行うことができる。所望ならば、図１２に示すように、ローカル広
告を、テレビ配信設備からグローバルデータストリームと並列に送信される別個のデータ
ストリームとしてユーザに提供することができる。
【００４６】
　図１１および１２は、ローカルデータを提供する際に、テレビ配信設備にあるコンピュ
ータ９４を用いる方法を示す。コンピュータ９４は、図５の広告データベース５７のよう
な広告データベースをインプリメントまたは制御するために用いることができる。ローカ
ル広告は、必要に応じてコンピュータ９４により広告データベース５７から抽出し、ユー
ザテレビ機器５４に送信することができる。
【００４７】
　ユーザテレビ機器５４上で実施される番組ガイドは、数々の異なる方法でユーザにロー
カル広告を示し得る。例えば、番組ガイドは最初に、図１３の上側画面として示されてい
る番組ガイド画面９５のような番組ガイド画面を表示し得る。番組ガイド画面９５は、グ
リッド、リスト、または番組リスト項目の表を含む番組リスト項目領域９６を含む。番組
ガイド画面９５はまた、ロゴ９８およびグローバルパネル広告１００も含む。例えば、ユ
ーザは、リモコンカーソルキーを用いて強調表示１０２のような強調表示を所望の広告上
に配置し、選択またはＯＫリモコンボタンを押すことによりグローバル広告１００の一つ
を選択し得る。これに応じて、番組ガイドは、図１３の下側画面に示されるように、関連
するローカル広告１０４を表示し得る。
【００４８】
　図１３のローカル広告１０４をユーザに提示することに関する工程を、図１４に示す。
工程１０６では、番組ガイドは、適切な番組ガイド表示画面に番組ガイド中のグローバル
広告を表示する。工程１０８では、番組ガイドは、グローバル広告を選択する機会をユー
ザに提供する。工程１１０では、ユーザが所望のグローバル広告を選択した後、番組ガイ
ドは、選択されたグローバル広告の内容に関連し得る内容を有する対応するローカル広告
を表示する。
【００４９】
　ローカル広告を表示するための別の構成を図１５に示す。図１５の上側番組ガイド画面
は、番組リスト項目領域１１２、ならびにグローバルバナー広告１１４および１１６を含
む。グローバルバナー広告の代わりに、定期的にローカル広告が表示される。例えば、図
１５の下側番組ガイド画面に示されるように、グローバル広告１１６の代わりに、ローカ
ル広告１１８が表示されている。ローカル広告１１８の内容は、所望であれば、グローバ
ル広告１１６の内容に関連し得る。
【００５０】
　図１５の構成を用いてローカル広告を表示することに関する工程を、図１６に示す。工
程１２０では、番組ガイドは、グローバル広告を表示する。工程１２２では、番組ガイド
は、ローカル広告を表示する。ローカル広告は、図１５に示すように、グローバル広告の
代わりに表示され得る。工程１２４では、このサイクルが繰り返される（即ち、グローバ
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ル広告１１６が図１５のローカル広告１１８の代わりに表示される等）。あるいは、異な
る広告（グローバルまたはローカル）が工程１２４で表示され得る。
【００５１】
　図１３および図１５の構成は、例示目的のみである。任意の適切な構成が、ローカル広
告を表示するために用いられ得る。例えば、ローカル広告をグローバル広告と関連させて
表示する必要はない。ローカル広告は、まったく独自に（例えば、所定のスケジュールま
たは他の適切な構成により）表示され得る。さらに、グローバルおよびローカル広告は、
図１３のパネル広告形式、図１５のバナー広告形式、または任意の他の適切な形式など任
意の望ましい形式で表示され得る。グローバルおよびローカル広告は、どちらも選択可能
である。
【００５２】
　そのような広告が選択可能である場合、ユーザは、広告される製品またはサービスを購
入する機会を提供され得る。ユーザは、広告を選択することにより製品を注文し得たり、
広告を選択することによりカタログを請求し得たり、広告を選択することによりクーポン
を生成し得たり、広告を選択することにより販売員からの電話を要求し得たり、広告を選
択することにより地元の店舗で販売員とどのように接触するかに関する情報を要求し得た
りなどする。これらの例は、例示目的のみである。所望であれば、任意の適切な種類の製
品またはサービスが、選択可能な広告を用いて宣伝されたり注文されたりし得る。
【００５３】
　また、ユーザは、広告を選択することにより番組項目を購入する機会も提供され得る。
例えば、ユーザは、ペイパービュー番組を衝動購入する機会も提供され得る。また、ユー
ザは、ビデオオンデマンド番組またはニアビデオオンデマンド番組を購入する機会も提供
され得る。これらの例は、例示目的である。ユーザは、所望であれば、選択可能な広告を
選択することにより、任意の適切な種類の番組項目を購入し得る。
【００５４】
　さらに、ユーザは、番組に対する選択可能な広告を選択するときに、所定の番組に対す
るリマインダを設定する機会を提供され得る。また、番組ガイドは、ユーザが選択可能な
広告を選択するときに、番組ガイド内の他の動作を取るようにも指示され得る。例えば、
番組ガイドは、ユーザがその番組に対する広告を選択するとき、所与の番組を録画するよ
うに指示され得る。これらの例は、例示目的であり、番組ガイドは、所望であれば、ユー
ザが選択可能な広告を選択するときに、番組ガイド内の任意の適切な動作を取るように指
示され得る。
【００５５】
　図１７に示すように、（工程１２６で）対応するグローバル広告が存在しないローカル
広告が、表示され得る。この種類のローカル広告は、関心の地理的領域が狭い事業（例え
ば、Ｊｏｅのピザ屋）を広告するのに特に適切であり得る。より全国的な興味をそそるが
、より地域的な宣伝を必要とする対応する局面を有する製品またはサービスを広告するこ
とが望ましい場合（例えば、様々な販売店を宣伝することが望ましい、自動車のブランド
など）、工程１２８で、適切なグローバル広告が表示され得、工程１３０で対応するロー
カル広告が、（例えば、ユーザがグローバル広告を選択した後で）番組ガイドにより表示
され得る。
【００５６】
　本発明の別の局面は、内容タグを広告に備え、テレビ配信設備のユーザまたはオペレー
タが内容に基づき所定の広告をブロックし得ることに関する。これは、所定の広告（例え
ば、成人番組項目に関する広告）が特定のユーザまたは社会の感情に抵触するときに便利
であり得る。図１８に示すように、工程１３２で、（例えば、主設備４６内の広告データ
ベース５０において）内容タグが広告に備えられ得る。適切な内容タグは、グラフィック
言語、暴力、性的内容に関するタグを含む。所望であれば、ジャンルタグが備えられ得る
（例えば、コメディ、スポーツ、映画など番組項目のジャンルにより広告の内容を識別す
るタグ）。また、家の修繕、自動車、服飾、スポーツ用品、靴、写真、電子機器、楽器、
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書籍など、主題により、広告の内容を識別するタグも備えられ得る。
【００５７】
　工程１３４では、システム５３により内容タグを備える広告が配信される。望ましくな
い内容を含む広告は、工程１３６でブロックされる。所望であれば、工程１３８で、ブロ
ックされた広告の代わりに、番組ガイドにより、適切なグローバル広告、ローカル広告、
またはバックアップメッセージ（例えば、空白の画面、またはサービスプロバイダに関す
る広告）を表示してもよい。有害であると見なされてブロックされた広告の代わりに表示
される広告は、好ましくは、有害でない素材を含む。
【００５８】
　工程１３４および１３６における配信およびブロックは、任意の適切な構成を用いて実
行され得る。例えば、内容タグを備える広告は、主設備４６およびテレビ配信設備５２に
よる、ユーザテレビ機器５４への一つ以上のデータストリームで配信され得、望ましくな
い広告は、ユーザテレビ機器５４において、そのようなデータストリームまたは複数のス
トリームからフィルタリングされ得る。別の方法では、テレビ配信設備５２が望ましくな
い広告のフィルタリングを実行する。これらの方法は例示目的のみである。任意の適切な
方法が、所望であれば、内容に基づき広告をブロックするために用いられ得る。例えば、
ユーザテレビ機器は、主設備４６で供給される内容タグに基づくのではなくて、（例えば
、広告のテキスト内のグラフィック言語のワードに対して、または、関心の項目に基づく
ワードに対する）キーワード検索に基づき、広告をブロックし得る。
【００５９】
　工程１４０では、ユーザ、システムオペレータ、または他のエンティティが、工程１３
６で用いられるブロッキング（フィルタリング）基準を選択し得る。例えば、システムオ
ペレータは、成人用番組項目に関するすべての広告をブロックし得る。ユーザは、グラフ
ィック言語を伴うすべての広告をブロックし得る。また、ユーザは、電子機器カテゴリを
選択することにより、電子機器に関する広告を選択的に表示させ得る。ユーザが、電子機
器カテゴリのようなカテゴリを選択する場合、（内容タグ、キーワード検索、または他の
適切な技術により示される）機器に関する内容を含む広告以外のすべての広告を工程１３
６でブロックする。
【００６０】
　本発明の別の局面は、所定の広告をタイムシフトすることに関する。ある状況に置いて
、意図された視聴者に、よりよく到達し得るように、広告のタイムシフトをするのが望ま
しいことがある。例えば、ネットワークテレビ番組が、（東部標準時間と山地標準時間と
では、２つの標準時間帯を隔てているにも関わらず）東部標準時間の午後８時、山地標準
時間の午後７時に放送され得る。広告が、東部標準時間の午後８時直前に全国的に配信さ
れて放送される場合（例えば、東部標準時間の午後７時５５分に）、その広告は、（タイ
ムシフトされていなければ）、山地標準時間の午後５時５５分に放送される。これは、望
ましくないことがある。なぜなら、午後７時のテレビ番組に対する午後５時５５分の広告
は、午後７時のテレビ番組に対する午後６時５５分の広告ほど効果的であり得ないからだ
。従って、この状況では、山地標準時間で午後５時５５分の広告の表示を、山地標準時間
の午後６時５５分まで遅らせる（タイムシフトさせる）ことが望ましいかも知れない。
【００６１】
　広告のタイムシフトに関する工程を図１９に示す。工程１４２では、グローバル広告が
配信される。所与のグローバル広告をタイムシフトすることが望ましい標準時間帯では、
工程１４４で、（例えば、テレビ配信設備５２の広告データベース５７内に）広告が一時
的に格納され得る。他の標準時間帯では、グローバル広告は通常通り表示され得る。工程
１４６では、番組ガイドによりタイムシフトされた広告が表示され得る（例えば、テレビ
配信設備５２内の広告データベース５７からユーザテレビ機器５４に送信され、テレビ６
２の番組ガイドにより表示される）。
【００６２】
　本発明の他の局面は、テレビ配信設備５２による広告利用に関連する実施要綱に関する
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。例えば、テレビ配信設備５２が所定の広告をタイムシフトすることを、禁止するのが望
ましい場合がある。また、テレビ配信設備５２が（例えば、その広告に上書きしたり、ま
たは対応するローカル広告を提供したりすることにより）所与の広告を改変することを、
禁止するのが望ましい場合がある。
【００６３】
　図２０に示すように、システム４４は、工程１４８において、それらの広告がどのよう
に利用され得るかを規定する情報（即ち、広告利用情報）を広告に備えることにより、広
告利用要綱の適用を容易にし得る。広告利用要綱は、テレビ配信設備５２が、所定の広告
をタイムシフトしようと試みたり、（例えば、そのような広告に上書きを試みたり、また
は対応するローカル広告の提供を試みたりすることにより）所定の広告を改変しようと試
みたりするとき、工程１５０において、広告利用要綱を適用し得る。
【００６４】
　図２０の工程の実施のための例示的方法の一つを図２１に示す。工程１５２で、（例え
ば、主設備４６での広告データベース５０内の）利用要綱フラグと共に広告が提供される
。要綱フラグは、広告がどのように利用され得るか（例えば、広告がタイムシフトされ得
るのか、あるいは、上書き、または対応するローカル広告を提供することにより改変され
得るのか等）を示す。工程１５４では、それらの利用要綱フラグを備えた広告がテレビ配
信設備５２に配信される。工程１５６では、テレビ配信設備５２が、要綱フラグにより規
定された広告利用要綱に従い、ユーザテレビ機器５４上の番組ガイドにより表示される広
告を配信する。例えば、広告が、その広告に対してタイムシフトが許可されていないとい
うことを示す付帯要綱フラグを有している場合、そうでない場合にその広告をタイムシフ
トすることを望むテレビ配信設備５２は、そのようなタイムシフト動作を実行することを
許可されず、その広告を通常通りユーザテレビ機器５４に配信する。
【００６５】
　図２０の工程を実施するための別の方法を図２２に示す。工程１５８では、主設備４６
が、様々な広告に対する利用要綱を規定するテレビ配信設備５２に、広告利用要綱メッセ
ージを配信する。工程１６０では、テレビ配信設備５２が、要綱メッセージにより規定さ
れた広告利用要綱に従い、ユーザテレビ機器５４上の番組ガイドにより表示される広告を
配信する。例えば、要綱メッセージが、広告がタイムシフトされ得ないことを示している
場合、そうでない場合にその広告をタイムシフトすることを望むテレビ配信設備５２は、
そのようなタイムシフト動作を実行することを許可されず、その広告を通常通りユーザテ
レビ機器５４に配信する。
【００６６】
　以上の説明は、単に本発明の原理を例示したものであり、本発明の範囲および精神から
逸脱することなく、当業者により様々な改変がなされ得る。
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